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7. 前回までの訓練の課題に対する改善（対策）状況 

1 

 

通信環境の不備 

【要改善点】 

○Webexを使用した ERCプラント班への情

報提供において、訓練冒頭からマイクの音

声が聞き取りにくい旨の指摘を受け、電話

回線を使用することになり、情報伝達を円

滑に実施できなかった。 

【原因】 

○マイクのボリュームが大きく、ERC側の

音声が聞き難くなってしまった。 

○代替通信機器である電話機の機能（音声

の共有等）が充分でなかった。 

 

【対策】 

○マイク及びアンプのボリューム調整並びに配置

等の調整を行った。 

○通信環境の多様化として、ERC対応ブースの電話

機の更新、ヘッドセット及び電話会議システムを

配備し、再構築した。 

○スムーズに通信機器を操作できるよう ERC対応

者に対して、以下の要素訓練を実施した。 

①9/7 汚染・被ばく事故による通報連絡訓練 

②10/10 UF6漏えい対応訓練 

③11/6 火災活動防護訓練 

2 情報伝達機器使用の習熟不足 

【要改善点】 

○書画装置を用いての説明が不慣れであ

り、事象の説明も発話ルールに基づく対応

ができなかった。 

【原因】 

○ERC 対応者の書画装置の使用について習

熟が不足していた。受話器を持ちながらの

書画装置の操作となったことも一因。 

○現場情報を記載した連絡票に時刻の情報

が記載されていないものが多数あり、時刻

を発話できないものがあった。 

○情報発信を急ぐあまり、時刻よりも内容

を優先し発信することで「いつ」を失念し

た。 

 

【対策】 

○書画装置近傍に書画装置使用にあたっての留意

事項を掲示した。 

○書画装置の使用方法を ERC 対応者に周知し、練

度の向上のため、以下のとおり①～③の要素訓練

を実施した。 

○情報連絡票の情報記述欄に、時刻を記入する欄

を設け、時刻が抜けないようにした。 

○ERC対応者に対して、情報連絡票の全ての記載

内容（説明者が理解した上で）を報告するよう

周知し、以下の要素訓練を実施した。 

①9/7 汚染・被ばく事故による通報連絡訓練 

②10/10 UF6漏えい対応訓練 

③11/6 火災活動防護訓練 

3 情報伝達資料の活用不足 

【要改善点】 

○施設状況について、COP 等を使用しての

総括的な説明を速やかに実施できなかっ

た。 

○放射線トレンドグラフの活用未実施 

【原因】 

○対策グループにおいて現場から提供され

た情報の集約が遅れるなど用意していた

「基本情報集約表」がうまく活用できな

かった。 

○放射線データはまとめていたが、グラフ

は手書きでプロットしていたため、タイ

ムリーな報告ができなかった。 

 

【対策】 

○「基本情報集約表」に代えて、改善した「情報

連絡票」により、ERC対応者、対策グループ及

びその他の機能班に、同時に情報を提供できる

ようにした。 

○施設状況を一目で把握することができる COPに

相当する「施設状況説明図」を用意した。 

○放射線データからトレンドグラフを自動作成す

るとともに、Webexの画面共有でタイムリーに

ERCプラント班に報告できるようにした。 

○上記対策に関し、ERC 対応者に対し以下の要素

訓練にて練度の向上を図った。 

①9/7 汚染・被ばく事故による通報連絡訓練 

②10/10 UF6漏えい対応訓練 

③11/6 火災活動防護訓練 
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4 情報伝達の遅れ 

【要改善点】 

①対策グループから ERC対応者へタイムリ

ーに情報を伝達することができなかっ

た。 

②ERC プラント班へ SE/GE の情報を連絡す

るのが遅かった。 

③対応戦略も対策実施前に説明すべきで

あったが、実施後の説明となってしまっ

た。 

【原因】 

①対策グループにおいて、現場から提供さ

れた情報の集約が遅れるなどで、用意し

ていた「基本情報集約表」がうまく活用

できなかった。 

②ERC 対応者が質問への回答に注力するあ

まり、すぐに伝えるべき情報を後回しに

してしまった。 

③対策グループにおいて対応戦略を立案

していたが、グループ内の役割分担が明

確でなかったため、タイムリーに ERC対

応者へ情報伝達できなかった。 

 

【対策】 

①「情報連絡票」の改善及び ERC対応補助者の

配置等、情報伝達ルートを改善し、ERC対応者

へのタイムリーな情報伝達を実現できるよう

にした。 

②対策グループ、ERC対応者及び ERC対応補助者

に対し、練度の向上のため、以下の要素訓練

を実施した。 

・9/7 汚染・被ばく事故による通報連絡訓練 

・10/10 UF6漏えい対応訓練 

・11/6 火災活動防護訓練 

③ERC 対応補助者の役割分担を整理し、対策グル

ープから ERC対応者へのタイムリーな情報伝達

が可能となるようにした。 

5 25条報告の遅れ 

【要改善点】 

○25条報告が大幅に遅れてしまった。 

【原因】 

○情報管理グループにおいて記事締め切り

後に入った情報も加えようとし、FAX 文

の追記/チェックを繰返したため、発信ま

でに時間を要してしまった。 

 

【対策】 

○記事締め切り後の情報は原則次報で報告するこ

と及び 25 条報告は最長でも前報から 30 分以内

に発出することを情報管理グループに周知徹底

し、練度の向上のため、要素訓練を以下のとおり

実施した。 

①9/7 汚染・被ばく事故による通報連絡訓練 

②10/10 UF6漏えい対応訓練 

③11/6 火災活動防護訓練 

6 プレス発表の不慣れ 

【要改善点】 

○質問に対し、一部即答できないことがあ

りプレス進行に時間を要した。 

【原因】 

○回答を優先すべく、回答確認に時間を要

した。 

 

【対策】 

○時間を要する回答であれば、回答を後に廻す旨

伝え進行を妨げないよう周知した。 

7 リエゾンの活動の不足 

【要改善点】 

○ERC対応者に対する説明補助として 2名を

派遣したが、リエゾンから対策本部へ問い

合わせる等、積極的な活動ができなかっ

た。 

【対策】 

○リエゾンとして派遣する人数と役割分担及び情

報共有手段について、ERC対応マニュアルにより

再周知を行った。 
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【原因】 

○派遣したリエゾンへの役割分担の周知が

不十分であった。 

○書画装置に使用した資料の印刷に時間を

要してしまった。 

8 戦略フローの機能不足 

【要改善点】 

○戦略フローにより、個々の事故収束対応戦

略は説明したが、現状のフローでは、全体

としての対策の進捗状況が見える状況で

はないため、これを俯瞰できるよう改善が

必要である。 

【原因】 

○現戦略フローは個々の発生事象、判断、対

策等の繋がりを説明するのには適してい

るが、全体の対策の進捗状況を把握するに

は、適していない。 

 

【対策】 

○全体を俯瞰できるように、現戦略シートの改善、

あるいはＣＯＰによる記述を加える等、改善を行

った。 

9 対策本部における方針決定・指示等の活動の

不足 

【要改善点】 

○対策本部における応急対策、復旧計画等の

方針決定・指示等の活動が不足していた。 

【原因】 

○情報の共有は情報連絡票により改善され

たが、一方通行的となるところもあり、対

策本部の意思決定、指揮命令等の過程が不

明確であった。 

 

 

【対策】 

○対策本部は、現場からの情報によって、適切かつ

確実な戦略を計画する必要があるため、情報連

絡票以外にも必要に応じ、口頭による意思疎通

も併用する。 

○重要な方針を決定する場合は、必要に応じて関係

者を集め、協議による意思決定と指示を行うよう

周知し、以下の要素訓練を実施した。 

①9/7 汚染・被ばく事故による通報連絡訓練 

②10/10 UF6漏えい対応訓練 

③11/6 火災活動防護訓練 

10 ERCと共有すべき事項の不足 

【要改善点】 

○異常発生箇所や応急対策に関し、一部報告

抜けがあり、体系的な説明ができていなか

った。 

【原因】 

○共有すべき観点（異常の状況、進展予測、

対応の準備状況、実施状況）の周知が不足

していた。 

 

【対策】 

○ERC対応者及びリエゾンに対し、報告内容等につ

いて ERC対応マニュアルの再周知を行い、以下の

要素訓練にて、練度向上を図った。 

①9/7 汚染・被ばく事故による通報連絡訓練 

②10/10 UF6漏えい対応訓練 

③11/6 火災活動防護訓練 

 

 

8.ERCプラント班との情報共有に用いる資料・様式 

戦略シート及び適宜 ERC書架内の資料（9.項リスト参照）を用いて情報共有を行う。  
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9.R5年度の訓練等を踏まえた ERC書架内の資料整備状況（資料リスト） 

R5年 12月現在の「ERC保管資料一覧」を以下に示す。  

 
ERC 保管資料一覧                  

             

分 類 № 資 料 項 目 有/無 資 料 名 

1.施設周辺等 1-1 施設付近概要図 ○ 事業所周辺図 

1-2 構内図 ○ 敷地内建物配置図 

1-3 
敷地内の放射線測定設備（モニタリン

グポスト等）配置図 
○ 

排気口及び排水口、外部放射線に

よる線量当量測定点、空間線量率

測定点並びに気象観測点の位置説

明図 
1-4 気象観測装置設置場所 ○ 

2.主要建屋平

面図 

2-1 各建屋平面図、断面図 ○ 各部屋配置図 

2-2 
建屋内の放射線測定設備（エリアモニ

タ等）配置図 
○ 

・エリアモニタ配置図 

・エアスニファ配置図 

2-3 所内地震検知・観測点 ○ 所内地震検知・観測点図 

3.各種工程・

系統概要等 
3-1 主要工程・主要系統・主要設備の概略図 ○ 

主要工程プロセスフロー、概略系統図 

（設備詳細は新規制設工認にて） 

3-2 安全保護系ロジック一覧表 ○ 安全機能を有する施設の安全機能一覧 

3-3 排気・排水系統図 ○ 
気体廃棄設備、液体廃棄設備及び

非常用電源設備の主要系統図 

3-4 施設・工程の状況 ○ 施設状況説明図 

4.主要事象の

対応フロ

ー、手順 

4-1 放射性物質の放出対応手順 ○ 
・戦略フロー 

・緊急時対応要領（別冊②） 

4-2 臨界事故時 ○ 臨界事故時の対応要領 

4-3 

UF6漏えい事象（加工） 

○ 
室内及び建物外への UF6漏えいに

係る対処 
ウラン加工施設においては設計基準事

故、重大事故にいたるおそれがある事

故の対応フロー 

4-4 

重大事故等対処に係る系統図（臨界、

蒸発乾固、水素爆発、火災・爆発、

SFP 冷却、放射性物質の漏えい） 

× ―（臨界については 4-2 参照） 

4-5 重大事故等対処に係る体制図 ○ 防災組織図 

4-6 重大事故等に対する手順書（フロー） ○ UF6漏えい事象に係る対応フロー図 

4-7 重大事故等対処設備一覧、設置場所 ○ 
・防災資機材一覧 

・事故時の活動拠点、資機材保管

場所 

4-8 設計基準事故想定 ○ 
事業許可設計基準事故に関する記

載の抜粋要約 

4-9 EAL 一覧 ○ EAL（緊急時活動レベル）一覧表 






